
 

＜令和５年５月発行第１４号＞ 

 

顕彰会だより第１４号に寄せて 
清河八郎顕彰会会長 齋藤 満 

 

会員の皆様にはお変わりなくお過ごしのこととお慶び申し上げます。また、顕

彰会活動には日頃からご指導・ご支援を賜り心から感謝を申し上げます。 

昨年度は、新型コロナの感染も若干穏やかになり予防対策も緩和されたため、

当顕彰会でも感染防止対策を取りながら事業を行うことができました。 

その最大の事業は、前年度から清河八郎記念館と共催で計画しておりました、東洋大学の岩下哲

典教授による清河八郎公に関する特別研究報告会を開催することができました。遅れはしましたが、

庄内町他関係機関からご協力・ご支援をいただき、かつ大勢の皆さんからご参加いただき開催する

ことができました。共催団体として感謝を申し上げます。 

コロナウイルスに対する感染症法上の分類が 5月 8日に「5類」に引き下げると決定され、久しぶ

りに従来どおりの活動が出来るものと喜びもひとしおであります。 

当顕彰会としても、令和 5 年度は文武両道の精神を体験してもらう『子ども体験塾』や今年度で

第 90回という長顕彰事業である『剣道演武大会』を田川地区剣道指導者の皆さんのご協力を得なが

ら取り組む予定です。当然、事業の実施のみならず情報発信にも力を入れていきたいと思っており

ます。 

特に、当顕彰会も組織会員となっております『庄内町清河八郎大河ドラマ誘致協議会』と連携を

とりながら外部発信に努めてまいります。 

末尾になりましたが、今後とも一層のご支援・ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。 

  

 

 

 

第 12回は悪天候で歩けず、第 13回は新型コロナ感染拡大防止の為に中止となり、更に第 14回はまた

しても悪天候で歩けませんでした。しかし、第 15回とな

った昨年 10月 16日（日）は天候に恵まれ、4年ぶりに

回天の道トレッキングに汗を流すことが出来ました。 

参加して頂いたのは 21名、何度も参加して頂いた

方もおり、受付時に「今年は歩けますね。」と期待の込

もった声をかけて頂きました。 

開会式に続いて、廣田幸記清河八郎記念館長から

今年の特別展に関する説明の後に、秋の陽光を受け

ながら約 1時間 45分のトレキングに心地よい汗を感

じ、鶴岡市添川の「湯の沢温泉地蔵の湯」で昼食、入浴となりました。引き続き午後からは庄内町地域おこ

し協力隊玉越宏さんの案内で 10名の方に清川歴史の旅を楽しんで頂きました。 

終了後のアンケートには「良い企画に参加させてもらいました。」、「4ｋｍの山道を歩くことが出来自信が

持てました。」、「庄内に居ながら知らないことが多く、今日は新しい発見が出来ました。」等の回答を頂いて

おります。今年も秋晴れの下で楽しく歩けることを期待したいです。 

第 15回歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅 
４年 ぶりに歩 けた回 天 の道  

参 加 者 全 員 に よ る 記 念 写 真  



【公益財団法人清河八郎記念館コーナー】 

 

 

 
令和４年９月１０日（土）東洋大学文学部教授岩下哲典氏を講師に、「清河八郎と尊攘派幕臣」をテーマ

にした特別研究報告会を、庄内町希望ホールで開催しました。 

参加者は、町内外から約 200名、遠くは京都市、東京都、福島

県それに宮城県から駆けつけてくれた方もおり、全国的に清河八

郎に関心を持っている人がいることを改めて確認することが出来

ました。 

主催☞公益財団法人清河八郎記念館 

共催☞清河八郎顕彰会、清川まちづくりセンター、庄内町「清河

八郎」大河ドラマ誘致協議会 

後援☞庄内町教育委員会、庄内町観光協会、庄内町郷土史研

究会 

協賛☞清河八郎研究会 

 講演が始まる前に、庄内町で昨年新たに作成した動画「「明治

維新の魁清河

八郎 幕末の

扉を開けた草

莽の志士」を上映しました。講演終了後のアンケートに

は、『開会に先がけてのビデオ放映工夫してあり感

銘。』、『 開演前の清河のスライドは良かった。わかり

やすかった。』等の意見がありました。 

 

YouTubeで観ることができます。 

              

 

動画が終了した後に開会式です。 

▼ 主催者挨拶                        ▼ 共催者代表挨拶（清川まちづくりセンター） 

公益財団法人清河八郎記念館理事長田澤伸一    庄内町長富樫透 

 

清 河 八 郎 と 尊 攘 派 幕 臣  

東 洋 大 学 文 学 部 教 授 岩 下 哲 典 氏  
特 別 研 究 報 告 会  

 

好 評 だ っ た 動 画 上 映  



≪岩下教授講演概要≫ 

昨日到着し清河八郎記念館を訪れた。藩政時

代、清川には関所が設けられており、人、物、金、情

報の結節点であったと思う。記念館の展示は 2次元

展示になっており、清河塾や、生家齋藤家、藩主御

殿等の平面図があることから、3次元的な立体展示

が出来ると内容が濃くなる。8年後の生誕 200年にリ

ニューアルした記念館が完成できることを期待した

い。名称も「旅する思想家 清河八郎歴史館あるい

は清河八郎記念館」等が考えられる。 

清河八郎は、意外と海外情報を知っていた「尊

攘派」であるといえる。『庄内町史資料第三号 清

河八郎関係書簡 三』の中の、嘉永６（1853）年

１月 17 日付父宛書簡を見ると、清河は、イギリ

スがオランダを通じて幕府に交易を願っている

ことや、ペリー来航予告情報を知っていた可能性

が高く、従来「尊王攘夷派」であり「開明派」で

はないとされていたが見直すべきではないかと

思う。尊攘派の中で情報収集・分析・考察に優れ

ていたのが清河である。 

「西の松陰、東の清河」と言われ、両者とも旅

する思想家であり、教育者であり、過激な言動も共

通している。しかし松陰は藩主の庇護があったが

清河にはそれが無かった。松陰の弟子には後に

明治政府の要職に就いた者が多かったが、清河

の弟子には高橋泥舟や山岡鉄舟などはいたが、

多くの者は主流にはなれなかった。等と比較したう

えで、清河はイギリスが清を攻めたアヘン戦争情

報も把握しており、海外情報の相当な調査研究を

していることが認められる。松陰に比べ危機意識は高かったと思われる。と解説していました。 

清河八郎を研究している大学教授の講演を地元で開催することが出来た意義は大きく、今後も多くの方

に八郎の新たな評価につながる機会を実現したいと改めて確認した研究報告会でした。                                         
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■令和５年度顕彰会主な事業及び関連事業 

≪第１６回歩いて楽しむ回天の道と清川歴史の旅≫ 

 今年度は１０月１５日（日）に予定しております。八郎が大志を抱き歩んだ肝煎から添川までの

山道（回天の道）を歩き、また清川に伝承されている歴史舞台を歩きながら紹介いたします。 

≪第１２回文武体験子ども塾≫ 

 子ども達から座禅や八郎に関する講義、そして剣道体験を通し、八郎が極めた文武両道の道を体

験し、実際に学んでもらう事業として夏休みを利用し実施します。 

≪第９０回清河八郎顕彰剣道演武大会≫ 

 文武両道に秀でた八郎の偉業を讃え、中学生の剣士も交えて田川地区剣道指導者同士の鍛錬の場

として名称を錬成会とし開催して来ましたが、今年からは演武大会と改名し開催します。 

≪清河八郎記念館≫ 

令和５年の企画展は、【八郎没後 160 年記念】になることから、テーマを「草莽の志士清河八郎

の軌跡―浪士組から新選組・新徴組へ」として、八郎が浪士組を結成するまでの行動や、暗殺に到

るまでの情勢を解説した特別展を開催します。 

≪清河神社例大祭≫ 

 毎年、八郎祥月命日の５月３０日に例大祭を斎行致しております。皆様からもお気軽にご参拝頂

きますようお願いします。 

※  上記いずれの事業も、新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮し、直近の状況を勘案の上実

施の可否を決めていきます。 

※ 顕彰会への加入状況                   （単位：人／△：減）                    

顕彰会への継続及び新規加入のお願い 

令和４年度における顕彰会への加入状況は、清川地区内において世帯数減もあって、14 人の減少

となっていますが、法人等の新規加入もあり全体では前年度同様の 283 人となっております。 

会員になられますと、記念館入館無料の年間パスポート、賛助会員以上の皆様には八郎を題材に

した小冊子等の特典を考えております。 

近年、新型コロナウイルス感染拡大防止を図るために思うように事業実施が出来なくなっていま

すが、清河八郎顕彰事業にご賛同頂き是非ご加入くださいますようお願いいたします。 

顕彰会及び記念館に関するお問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（公益財団法人清河八郎記念館・ＦＡＸ兼用）へお願い致します。  

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 

合 計 県   内 県    外 

法人等 計 
庄内町 

庄 内 

地 方 

庄内地
方以外 

東 北 
東北 

以外 

令和３年度 164 47 20 6 3 26 17 119 283 

令和４年度 150 51 21 6 5 28 22 133 283 

増   減 △14 4 1 ― 2 2 5 14 ― 

平成２８年４月１４日付け「荘内日報」掲載記事です。 

記念館メール 

八郎八郎八郎 

清河八郎顕彰会

Blog 

歴史の里清川 

YouTube 

 

清河八郎 

顕彰会 HP 

八郎辞世の歌 

YouTube 

 

大河ドラマ 
誘致協議会 

Twitter 

清河八郎 HP 

 


